
Ｆ１６Ｄ 

 

F16D - 1 

国際特許分類 2026.01 発効 

F16D 回転伝達用継ぎ手（回転運動を伝達する伝
動装置Ｆ１６Ｈ，例．流体伝動装置Ｆ１６Ｈ３

９／００～Ｆ１６Ｈ４７／００）；クラッチ
（電動クラッチＨ０２Ｋ４９／００；静電気の

吸引力を利用したクラッチＨ０２Ｎ１３／０

０）；ブレーキ（車両用電気的制動方式一般
Ｂ６０Ｌ７／００；電動のブレーキＨ０２Ｋ４

９／００）［２］ 

サブクラス内の索引 

継ぎ手 

一般 ............................................ 1/00 

たわみ;衝撃;すべり継ぎ手 ............... 3/00;5/00;7/00 

安全部材をもつもの ............................... 9/00 

動力伝達手段として流体を用いるもの .. 31/00,33/00,39/00 

クラッチ 

機械的に作動されるもの 

部材が直接接触しているもの .......... 11/00,13/00,17/00 

分離した部材をもつもの .......................... 15/00 

その他のもの;組み合わせたもの ............. 19/00;21/00 

細部 ........................................... 23/00 

非機械的に作動されるもの 

流体によるもの ............................ 25/00,29/00 

磁気的に作動されるもの .................... 27/00,29/00 

電気的に作動されるもの .................... 28/00,29/00 

動力伝達手段として流体をもちいるもの ...... 31/00-37/00 

フリーホイール,自動式のもの ......... 41/00,43/00,45/00 

組み合わせたもの .......................... 45/00,47/00 

クラッチの外部制御 .............................. 48/00 

フリーホイールまたはフリーホイールクラッチ 41/00,45/00 

ブレーキ 

機能を特徴とするもの ...................... 49/00-55/00 

液体または気体の抵抗を用いるもの ................ 57/00 

自動式のもの .................................... 59/00 

吸収エネルギーを利用する手段をもつもの .......... 61/00 

その他のもの .................................... 63/00 

細部 ............................... 65/00,69/00,71/00 

作動状態を監視するもの .......................... 66/00 

異なる機構を組み合わせたもの .............. 47/00,67/00 

継ぎ手 

1/00 ２つの同心軸または他の可動機械要素を固

定的に結合する継ぎ手（クランクをその軸

に取り付けるためのものＦ１６Ｃ３／１

０） 

1/02 ・２つの接する軸またはそれに類似するも

のを結合するためのもの 

1/027 ・・分離できないもの，例．接着，溶接ま

たは類似のものを含む［６］ 

1/033 ・・回転軸に垂直な二面を締めることによ

るもの，例．ボルトで締めたフランジを

有するもの［６］ 

1/04 ・・クランプハブをもつもの；ハブと長手

方向のキーをもつもの 

1/05 ・・・少なくとも一組の円すい面に作用す

る軸方向荷重により半径方向に締め付け

られるもの［５］ 

1/06 ・軸上または軸端に部材を取り付けるため

のもの（船舶用プロペラの軸への取り付

けＢ６３Ｈ２３／３４） 

1/064 ・・分離できないもの［６］ 

1/068 ・・・接着，溶接または類似のものを含む

もの［６］ 

1/072 ・・・塑性変形を含むもの（プラスチック

溶着Ｆ１６Ｄ１／０６８）［６］ 

1/076 ・・回転軸に垂直な二面を締めることによ

るもの，例．ボルトで締めたフランジを

有するもの［６］ 

1/08 ・・クランプハブをもつもの；ハブと長手

方向のキーをもつもの 

1/09 ・・・少なくとも一組のテーパ面に作用す

る軸方向荷重により半径方向に締め付け

られるもの［５］ 

1/091 ・・・・室に配置されたテーパーピストン

を流体の圧力によって軸方向に動かすこ

とで締め付けるもの［８］ 

1/092 ・・・・一組の円すい状の接合面が結合さ

れるハブと軸にあるもの［８］ 

1/093 ・・・・少なくとも１つの円すい面を形成

する，１つまたは複数の弾性または分割

された円すいリングを拡張または収縮さ

せることにより締め付けるもの（Ｆ１６

Ｄ１／０９１が優先）［８］ 

1/094 ・・・・・互いに接合する円すい面を有す

る，１または複数組の弾性または分割さ

れたリングの一方を収縮させ，他方を拡

張させることにより締め付けるもの［８］ 

1/095 ・・・・・リングの収縮のみにより締め付

けるもの［８］ 

1/096 ・・・・・・１または複数のリングが軸と

ハブとの間にあるもの［８］ 

1/097 ・・・・・リングの拡張のみにより締め付

けるもの，例．拡張リングがハブとの間

にあるもの［８］ 

1/10 ・共に軸方向に動かしただけで２つの部材

が迅速に結合される継ぎ手 

1/104 ・・継ぎ手とともに回転し，摩擦のみで作

動する保持手段を有するもの［６］ 

1/108 ・・継ぎ手とともに回転し，相互係合部材

により作動する保持手段を有するもの，

すなわち，ポジティブカップリング［６］ 

1/112 ・・・相互係合部材がトルク伝達面からな

るもの，例．バヨネットジョイント［６］ 

1/116 ・・・相互係合部材が継ぎ手部材の一つの

表面上の連続または中断した円周溝を含

むもの（軸上にハブを保持するためのサ

ークリップＦ１６Ｂ２１／１８）［６］ 
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1/12 ・軸心のまわりにその部材の調整が可能で

あるもの（作動中におけるものＦ１６Ｄ

３／１０） 

3/00 たわみ継ぎ手，すなわち駆動中に連結され

た部材の間での運動を許容する手段をもつ

もの（単に軸方向の変位だけで結合を分離

することのできる継ぎ手Ｆ１６Ｄ１／１

０；すべり継ぎ手Ｆ１６Ｄ７／００；流体

継ぎ手Ｆ１６Ｄ３１／００～Ｆ１６Ｄ３９

／００） 

3/02 ・特殊な機能に適合されるもの［２００６．

０１］ 

3/04 ・・半径方向の変位を許容するために特に

適合されるもの，例．オルダム継ぎ手 

3/06 ・・軸方向の変位を許容するために特に適

合されるもの 

3/08 ・・交差角に対応する角度に曲げられる中

間バーを備えた，交差軸のための継ぎ手 

3/10 ・・作動している間に２つの同心軸の角度

関係を変える手段をもつ継ぎ手 

3/12 ・・衝撃または振動を吸収するためのエネ

ルギー蓄積に特に適合されるもの（流体

要素を利用することによるものＦ１６Ｄ

３／８０） 

3/14 ・・振動を減衰するかまたは衝撃を吸収す

るために摩擦継ぎ手と組み合わされるも

の 

3/16 ・屈曲性が枢着またはすべりまたはころが

り連結部材により生じる自在継ぎ手 

3/18 ・・継ぎ手部材がすべりながら給合する歯

をもつもの 

注 

このグループにおいては，下記の用語は以下に示す意味で用い

る： 

―“継ぎ手部材”は継ぎ手が間そうされる軸またはそれと同等

な部材に取りつけられ，かつこれらと一体になって回転する駆

動要素と被動要素を意味する。駆動要素と被動要素を中間で連

結する中間要素はここでいうそれと同等な部材とみなす。［４］ 

3/19 ・・・歯が弾性物質または弾性構造のもの 

3/20 ・・一方の継ぎ手部材が他方の継ぎ手部材

のスリーブの中に入りすべりまたはころ

がり部材によってそこに結合されるもの

（Ｆ１６Ｄ３／２４が優先）［４，５］ 

3/202 ・・・一方の継ぎ手部材が，半径方向に突

出する複数のピンをもつもの，例．トリ

ボード継ぎ手［５］ 

3/205 ・・・・そのピンがその継ぎ手部材の半径

方向外方に伸びているもの［５］ 

3/207 ・・・・そのピンがその継ぎ手部材の半径

方向内方に伸びているもの［５］ 

3/22 ・・・ボール，ローラまたは同様のものか

らなる複数のころがり部材が，双方の継

手部材の複数の溝または受け穴の中で案

内されているもの［３，５］ 

3/221 ・・・・そのころがり部材がその一方の継

ぎ手部材の受け穴内にあるもの［５］ 

3/223 ・・・・そのころがり部材が双方の継ぎ手

部材の複数の溝内で案内されているもの

［５，２０１１．０１］ 

3/2233 ・・・・・そのトラックが中間に変曲点を

もつ２つのカーブからなる場合，すなわ

ちＳトラック継ぎ手［２０１１．０１］ 

3/2237 ・・・・・その溝が半径と隣接の直線から

なる場合，すなわちアンダーカットフリ

ー［ＵＦ］型の継ぎ手［２０１１．０１］ 

3/224 ・・・・・各継ぎ手部材の溝の中心線が球

面上にあるもの［５，２０１１．０１］ 

3/2245 ・・・・・・その溝の中心が継ぎ手の中心

からオフセットしている場合［２０１１．

０１］ 

3/226 ・・・・・各継ぎ手部材の溝の中心線がそ

れぞれの継ぎ手部材と同芯の円筒面上に

あるもの［５］ 

3/227 ・・・・・・継ぎ手が伸縮するもの［５］ 

3/229 ・・・・・各溝の中心線がそれぞれの継手

部材の軸と平行な平面上にある３稜形の

継ぎ手部材（Ｆ１６Ｄ３／２２４，Ｆ１

６Ｄ３／２２６が優先）［５］ 

3/24 ・・双方の継ぎ手部材上で，重複している

駆動面，例．歯，の間にあるボール，ロ

ーラまたは同様のものからなるもの［３，

５］ 

3/26 ・・フック継ぎ手，または各継ぎ手部材が

ピボットによりまたはすべり可能に連結

される同等な中間要素をもつ他の継ぎ手

（Ｆ１６Ｄ３／１８，Ｆ１６Ｄ３／２０

が優先） 

3/27 ・・・枢動可能またはすべり可能に互いに

連結された２つ以上の中間部材をもつも

の，例．凸縁とスリッパー型の継ぎ手［５］ 

3/28 ・・・相互連結用のピボットが弾性部材を

含むもの 

3/30 ・・・継ぎ手が定速回転するように特に適

合されているもの 

3/32 ・・・・それぞれが２つの互いに垂直なト

ラニオンまたはベアリングをもっている

２つの中間要素を備えていることによる

もの 

3/33 ・・・・・ボールまたはローラベアリング

をもつもの 

3/34 ・・・・みぞの中または歯部の間で案内さ

れる突起，ピン，ボールまたはそれに類

似するもので両部材が連結されるもの 

3/36 ・・・継ぎ手部材と中間要素との間の各ピ

ボットが１つのボールからなるもの 

3/38 ・・・互いに垂直な２つの軸上に配置され



Ｆ１６Ｄ 

 

F16D - 3 

国際特許分類 2026.01 発効 

たトラニオンまたはベアリングをもつ中

間要素を１つだけもつもの（Ｆ１６Ｄ３

／３６が優先） 

3/40 ・・・・交差軸上で外側に向けられている

２対のトラニオンを備える中間要素をも

つもの 

3/41 ・・・・・ボールまたはローラベアリング

をもつもの 

3/42 ・・・・ベアリングまたは内側に向けられ

ているトラニオンのあるリング状の中間

要素をもつもの 

3/43 ・・・・・ボールまたはローラベアリング

をもつもの 

3/44 ・・・みぞの中または歯部の間で案内され

る突起，ピン，ボールまたはそれに類似

するもので中間要素が継ぎ手部材に連結

されているもの 

3/46 ・・・・各継ぎ手部材が中間要素上のみぞ

または突起を包んでいるもの 

3/48 ・・一方の継ぎ手部材が，軸に平行に配置

されそして他方の継ぎ手部材の穴に挿入

されているピンをもつもの 

3/50 ・１つまたはそれ以上の中間要素によって

結合されている継ぎ手部材をもつもの

（Ｆ１６Ｄ３／１６が優先） 

3/52 ・・中間要素が一つの連続した帯板，スプ

リングまたは類似のものからなり，両継

ぎ手部材と多くの場所でかみあうもの 

3/54 ・・並んで配置されると共に歯またはそれ

に相当するものをもつ２つのホイールを

取り巻くチェーンまたは細板をもつ継ぎ

手 

3/56 ・・中間要素が，例えば軸の半径方向また

は軸に平行に配置された，弾性のある金

属帯板，弾性のある丸棒，または類似の

ものからなり，これらの部材が全負荷に

よって共同的にせん断負荷されるもの 

3/58 ・・・中間要素がゴムまたはそれに類似の

物質よりなるもの 

3/60 ・・中間要素が，両方の継ぎ手部材に取り

付けられた押圧または引張りリンクから

なるもの（Ｆ１６Ｄ３／６４が優先） 

3/62 ・・・リンクまたはその取り付けが弾性的

であるもの 

3/64 ・・中間要素が，両方の継ぎ手部材の実質

的に半径方向の壁面の間に配置された弾

性のある要素からなるもの 

3/66 ・・・その要素が，例えばコイルの形の金

属であるもの 

3/68 ・・・その要素がゴムまたはそれに似た物

質であるもの 

3/70 ・・中間要素が弾性のある要素からなり，

一方の継ぎ手部材の穴に配置されると共

に他方の継ぎ手部材のピンを取り囲んで

いるもの 

3/72 ・・中間要素の両継ぎ手部材への取り付け

部が軸方向に離れているもの（Ｆ１６Ｄ

３／５６が優先） 

3/74 ・・・一つまたはそれ以上の中間要素がゴ

ムまたはその他の可とう性物質でできて

いるもの 

3/76 ・・中間要素が一つの弾性のあるリングと

して形づくられ，軸上に中心が置かれて

一方の継ぎ手部材の一部を取り囲むと共

に他方の継ぎ手部材のスリーブに取り囲

まれるもの 

3/77 ・・・そのリングが金属であるもの 

3/78 ・・中間要素が一つの弾性のあるディスク

または平らなリングとして形づくられ，

両継ぎ手部材の軸に垂直に配置され，且

つそのディスクまたはリングの異なる組

の点が各継ぎ手部材に取り付けられるよ

うになっているもの，例．ハーディ継ぎ

手 

3/79 ・・・そのディスクまたはリングが金属で

あるもの 

3/80 ・流体が利用されるもの（流体すべり継ぎ

手Ｆ１６Ｄ３１／００～Ｆ１６Ｄ３５／

００） 

3/82 ・・空気を満たしたチューブの形式の継ぎ

手要素をもつもの 

3/84 ・おおう物，例．ケーシング，カバー；そ

れに特に適合される密封手段 

5/00 衝撃継ぎ手，すなわち被動部材を交互に加

速し減速する継ぎ手（流体継ぎ手Ｆ１６Ｄ

３１／００～Ｆ１６Ｄ３９／００） 

7/00 すべり継ぎ手，例．過負荷の際に，衝撃を

吸収するためにすべるもの（たわみ軸継ぎ

手と組み合わされるものＦ１６Ｄ３／１

４；流体すべり継ぎ手Ｆ１６Ｄ３１／００

～Ｆ１６Ｄ３５／００） 

7/02 ・摩擦形式のもの［２００６．０１］ 

7/04 ・ラチェット形式のもの 

7/06 ・・中間ボールまたはローラをもつもの 

7/08 ・・・係合と切り離しの間で軸方向に動く

もの［５］ 

7/10 ・・・係合と切り離しの間で半径方向に動

くもの［５］ 

9/00 結合を切り離すための安全部材をもつ継ぎ

手 

9/02 ・熱手段によるもの，例．部材を溶融する

もの［６］ 

9/04 ・引張り破壊によるもの［６］ 

9/06 ・剪断応力に基づく破壊によるもの［６］ 

9/08 ・・回転軸を取巻く小径部分上の，例．軸

の剪断頸部（Ｆ１６Ｄ９／１０が優先）
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［６］ 

9/10 ・・再接続できるように結合を切り離した

後，移動可能な部分をもつもの，例．前

進可能なシャーピン［６］ 

機械的に作動されるクラッチ部材をもつクラッ

チ；クラッチの同期装置 

11/00 部材が相互に係合する部分を有するクラッ

チ（同期装置Ｆ１６Ｄ２３／０２；自動ク

ラッチＦ１６Ｄ４１／００～Ｆ１６Ｄ４５

／００；外部制御Ｆ１６Ｄ４８／００） 

11/02 ・クラッチに取付けられた部分が固定的に

取付けられた部材に接触することによっ

て結合が切り離されるもの 

11/04 ・・軸方向にのみ動けるクラッチ部材をも

つもの 

11/06 ・・軸方向のみ以外の別の方向にも動ける

クラッチ部材をもつもの，例．回転キー 

11/08 ・非回転部分を軸方向に動かして作動する

もの［２００６．０１］ 

11/10 ・・軸方向にのみ動けるクラッチ部材をも

つもの 

11/12 ・・軸方向のみ以外の別の方向にも動ける

クラッチ部材をもつもの 

11/14 ・軸方向にのみ動けるクラッチ部材をもつ

もの（Ｆ１６Ｄ１１／０２，Ｆ１６Ｄ１

１／０８が優先）［５］ 

11/16 ・軸方向のみ以外の別の方向にも動けるク

ラッチ部材をもつもの（Ｆ１６Ｄ１１／

０２，Ｆ１６Ｄ１１／０８が優先）［５］ 

13/00 摩擦クラッチ（同期装置Ｆ１６Ｄ２３／０

２；自動クラッチＦ１６Ｄ４１／００～Ｆ

１６Ｄ４５／００；外部制御Ｆ１６Ｄ４８

／００） 

13/02 ・クラッチに取付けられた部分が固定的に

取付けられた部材に接触することによっ

て，結合が切り離されるもの 

13/04 ・連結されるべき軸の１方から少なくとも

部分的に伝動される力によって作動また

は係合保持するための手段をもつもの

（自動クラッチＦ１６Ｄ４３／００） 

13/06 ・・軸方向のみ以外の別の方向にも動ける

クラッチ部材をもつもの（Ｆ１６Ｄ１３

／０８，Ｆ１６Ｄ１３／１２が優先） 

13/08 ・バンドの端部を作動する付属的なクラッ

チのあるなしにかかわらずに，ドラムま

たはそれに類似するものを１巻き以上取

り巻いておりかつ連結されるリンク部分

から組み立てられ得るら旋状のバンドま

たはそれに相当する部材をもつもの（Ｆ

１６Ｄ１３／０２が優先） 

13/10 ・ドラム，ホイールリムまたはそれに類似

するものの外周面と共働するクラッチ部

材をもつもの（Ｆ１６Ｄ１３／０２～Ｆ

１６Ｄ１３／０８が優先） 

13/12 ・ドラムまたはそれに類似するものの内周

面と共働する拡張できるバンドまたはコ

イルをもつもの（Ｆ１６Ｄ１３／０２が

優先） 

13/14 ・ドラムまたはそれに類似するものの内周

面と共働する外向きに動けるクラッチ部

材をもつもの（Ｆ１６Ｄ１３／０２，Ｆ

１６Ｄ１３／０６，Ｆ１６Ｄ１３／１２

が優先） 

13/16 ・・半径方向に動ける部分として形づくら

れたもの 

13/18 ・・連結されたまたは別々に枢着された部

分として形づくられたもの 

13/20 ・ドラムまたはホイールリムの内外両周面

と共働するクラッチ部材をもつもの 

13/22 ・軸方向に可動のクラッチ部材をもつもの 

13/24 ・・円すい形の摩擦面をもつもの 

13/26 ・・・特定のまたは各々の軸方向に可動な

部材が軸方向に取付けられた部材に対し

てのみ押付けられるもの 

13/28 ・・・・作動スリーブまたはそれに相当す

る部材と加圧部材間の有効な力を増すた

めの手段のあるもの 

13/30 ・・・・・クラッチ圧力がスプリングのみ

によって与えられるもの 

13/32 ・・・２つ以上の軸方向に可動な部材が，

一方から軸着部材の方向に圧力を加えら

れているもの 

13/34 ・・・・作動スリーブまたはそれに相当す

る部材と加圧部材間の有効な力を増すた

めの手段のあるもの 

13/36 ・・・・・クラッチ圧力がスプリングのみ

によって与えられるもの 

13/38 ・・平らなクラッチ面をもつもの，例．デ

ィスクをもつもの 

13/40 ・・・特定のまたは各々の軸方向に可動な

部材が軸方向に取付けられた部材に対し

てのみ押付けられるもの 

13/42 ・・・・作動スリーブまたはそれに相当す

る部材と加圧部材間の有効な力を増すた

めの手段のあるもの 

13/44 ・・・・・クラッチ圧力がスプリングのみ

によって与えられるもの 

13/46 ・・・１つが駆動側に取り付けられ他方が

従動側に取り付けられている２つの軸方

向に可動な部材が，一方から軸方向に取

り付けられた部材の方向に押し付けられ

るもの 

13/48 ・・・・作動スリーブまたはそれに相当す

る部材と加圧部材間の有効な力を増すた

めの手段のあるもの 
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13/50 ・・・・・クラッチ圧力がスプリングのみ

によってあたえられるもの 

13/52 ・・・多板クラッチ 

13/54 ・・・・作動スリーブまたはそれに相当す

る部材と加圧部材間の有効な力を増すた

めの手段のあるもの 

13/56 ・・・・・クラッチ圧力がスプリングのみ

によって与えられるもの 

13/58 ・細部 

13/60 ・・クラッチ要素（摩擦ライニングまたは

その取り付けＦ１６Ｄ６９／００） 

13/62 ・・・クラッチバンド；クラッチシュー；

クラッチドラム（ブレーキバンド，ブレ

ーキシュー，ブレーキドラムＦ１６Ｄ６

５／００） 

13/64 ・・・クラッチ板；クラッチ薄板（ブレー

キ板，ブレーキ薄板Ｆ１６Ｄ６５／１２） 

13/66 ・・・・円すい形のもの 

13/68 ・・・・板または薄板の支持具への取り付

け具 

13/69 ・・・・解放状態で薄板を拡開させるため

の装置 

13/70 ・・加圧部材，例．クラッチ板または薄板

用の加圧板；加圧部材の案内装置 

13/71 ・・・クラッチ圧力がスプリングのみによ

って与えられるもの 

13/72 ・・冷却に関して特徴があるもの 

13/74 ・・潤滑に関して特徴があるもの 

13/75 ・・調整に関して特徴があるもの，例．ゆ

るみ調整装置 

13/76 ・特に他の伝動装置部材に組み込まれて用

いられるもの，すなわち少なくとも１つ

のクラッチ部材が他の機能をもつもの，

例．プーリーのディスクとなっているも

の 

15/00 くさび作用のボールまたはローラをもつク

ラッチまたはその他のくさびとなる分離す

るクラッチ部材をもつクラッチ（フリーホ

イール，フリーホイールクラッチＦ１６Ｄ

４１／００；自動クラッチＦ１６Ｄ４１／

００～Ｆ１６Ｄ４５／００；外部制御Ｆ１

６Ｄ４８／００） 

17/00 部材の１つをその他の部材のまわりに配置

するクラッチ部材の接触面の偏心によって

のみ動力が伝えられるクラッチ（自動クラ

ッチＦ１６Ｄ４１／００～Ｆ１６Ｄ４５／

００；外部制御Ｆ１６Ｄ４８／００） 

19/00 機械的に作動されるクラッチ部材を有する

もので他類に属しないクラッチ（自動クラ

ッチＦ１６Ｄ４１／００～Ｆ１６Ｄ４５／

００；外部制御Ｆ１６Ｄ４８／００） 

21/00 機械的に作動されるクラッチを複数個組み

合わせたシステム（同期装置Ｆ１６Ｄ２３

／０４；自動クラッチＦ１６Ｄ４１／００

～Ｆ１６Ｄ４５／００；外部制御Ｆ１６Ｄ

４８／００） 

21/02 ・３つ以上のシャフトまたは他の伝動部材

を異なった方法で相互に連結するための

もの 

21/04 ・・多数の回転伝動部材，例．多数の歯車，

を支持する軸を有するものであって，

各々の伝動部材が，軸と伝動部材のハブ

の間の１つまたは複数のクラッチ部材に

より軸に連結されうるもの 

21/06 ・・少なくとも２つの駆動軸または２つの

従動軸が同心になっているもの 

21/08 ・すべてのクラッチが結合された時だけ２

つの軸を結合する連続して配置されたク

ラッチ（Ｆ１６Ｄ１３／０８，Ｆ１６Ｄ

１３／１２が優先） 

23/00 機械的に作動されるクラッチであって１つ

の格別の形式に特定されないものの細部；

クラッチの同期装置 

23/02 ・同期装置のためのもの（係合を容易にさ

せるためのクラッチ部材の相互係合部分

の形状または取付けＦ１６Ｄ１１／０

８） 

23/04 ・・付属的な摩擦クラッチのあるもの 

23/06 ・・・および同期作用する前にメインクラ

ッチが結合されることを防ぐ妨害機構の

あるもの 

23/08 ・・同期作用に関するクラッチ部材を切り

離すだけの妨害機構のあるもの（付属的

な摩擦クラッチと結合されているものＦ

１６Ｄ２３／０６） 

23/10 ・・クラッチ部材が同じ速度で動いている

時に自動的にクラッチが結合されるも

の；同期作用を表示するもの 

23/12 ・上記のようなクラッチの外部に配置され

た機械的なクラッチ作動機構（クラッチ

の結合に特徴をもつものＦ１６Ｄ２１／

００；同期作用に特徴をもつものＦ１６

Ｄ２３／０２） 

23/14 ・・クラッチ作動スリーブ；クラッチ作動

スリーブに直接連結された作動部材 

非機械的に作動されるクラッチ［３］ 

25/00 流体で作動されるクラッチ（同期装置Ｆ１

６Ｄ２３／０２；流体クラッチＦ１６Ｄ３

１／００～Ｆ１６Ｄ３９／００；自動クラ

ッチＦ１６Ｄ４１／００～Ｆ１６Ｄ４５／

００；外部制御Ｆ１６Ｄ４８／００） 

25/02 ・連結されるべき軸の一方から少なくとも

部分的に伝動される力によって作動また

は係合維持するための手段をもつもの 
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25/04 ・流体が弾性クラッチ部材，例．隔膜状装

置または気体チューブ，に作用するもの

（Ｆ１６Ｄ２５／０２が優先；気体チュ

ーブを用いた継ぎ手Ｆ１６Ｄ３／８２） 

25/06 ・流体がクラッチに組み込まれたピストン

に作用するもの（Ｆ１６Ｄ２５／０２が

優先） 

25/061 ・・中間結合をするクラッチ部材をもつク

ラッチ 

25/062 ・・摩擦面をもつクラッチ 

25/063 ・・・軸方向に動くだけのクラッチ部材を

もつもの 

25/0632 ・・・・円すい形の摩擦表面をもつもの，

例．コーンクラッチ［５］ 

25/0635 ・・・・平らな摩擦面をもつもの，例．デ

ィスク［５］ 

25/0638 ・・・・・２つ以上のディスクをもつもの，

例．多板［５］ 

25/064 ・・・・摩擦面がみぞになっているもの 

25/065 ・・・少なくとも半径方向の成分をもつ運

動をするクラッチ部材をもつもの 

25/08 ・クラッチ部材と一緒に回転しない流体作

用をする部材をもつもの（Ｆ１６Ｄ２５

／０２が優先） 

25/10 ・複数の流体で作動されるクラッチを有す

るクラッチシステム 

25/12 ・前記形式の１つに特定されない細部 

27/00 磁気的に作動されるクラッチ；制御または

制御のための電気回路（（同期装置Ｆ１６Ｄ

２３／０２；磁化性粒子を有するクラッチ

Ｆ１６Ｄ３７／０２；自動クラッチＦ１６

Ｄ４１／００～Ｆ１６Ｄ４５／００；外部

制御用回路Ｆ１６Ｄ４８／００）［２］ 

27/01 ・永久磁石をもつもの 

27/02 ・クラッチに組み込まれた電磁石をもつも

の，すなわち集電環をもつもの 

27/04 ・・軸方向に移動可能な摩擦面をもつもの 

27/06 ・・・磁束内に設けられた摩擦面をもつも

の 

27/07 ・・・・クラッチ板またはクラッチ片の構

造上の特徴 

27/08 ・・・磁束外に設けられた摩擦面をもつも

の 

27/09 ・・相互に係合するジョーまたは歯をもつ

もの 

27/10 ・クラッチ部材とは一体回転しない電磁石

をもつもの，すなわち集電環をもたない

もの 

27/102 ・・半径方向に動くクラッチ部材をもつも

の（Ｆ１６Ｄ２７／１０５が優先）［５］ 

27/105 ・・円筒形の継ぎ手表面と協働するら旋状

のバンドまたはそれに相当する部材をも

つもの［５］ 

27/108 ・・軸方向に動くクラッチ部材をもつもの

［５］ 

27/11 ・・・円すい形の摩擦面をもつもの，例．

コーンクラッチ［５］ 

27/112 ・・・平らな摩擦面をもつもの，例．ディ

スク［５］ 

27/115 ・・・・２つ以上のディスクをもつもの，

例．多板［５］ 

27/118 ・・相互にかみ合うジョーまたは歯をもつ

もの［５］ 

27/12 ・電磁的に作動させられる複数のクラッチ

をもつクラッチシステム 

27/14 ・細部 

28/00 電気的に作動されるクラッチ（同期装置Ｆ

１６Ｄ２３／０２；電磁石を使って直接作

動されるクラッチＦ１６Ｄ２７／００；自

動クラッチＦ１６Ｄ４１／００～Ｆ１６Ｄ

４５／００；外部制御Ｆ１６Ｄ４８／００）

［６］ 

29/00 流体作動と磁気作動の両方，または流体作

動と電気作動の両方を含んだクラッチとク

ラッチシステム［６］ 

動力伝達手段として流体または半流体をもつ継手

またはクラッチ 

31/00 容積型すなわち回転に応じた規定量の流体

が通過するポンプ群をもつ流体継ぎ手また

は流体クラッチ 

31/02 ・ピストンポンプまたはプランジャポンプ

を用いるもの 

31/04 ・ギヤポンプを用いるもの 

31/06 ・上記以外のタイプのポンプを用いるもの 

31/08 ・スリップの制御 

33/00 流体動力学型の回転式流体継ぎ手またはク

ラッチ 

33/02 ・作動回路内の流体の流れの変化により制

御され，他方この回路が完全に充満され

ているもの 

33/04 ・・翼の位置を変えることによるもの 

33/06 ・作動回路内の流体の量を変化させること

によって制御されるもの 

33/08 ・・遠隔操作されまたはされない流体継ぎ

手に組み込まれた装置によるもの 

33/10 ・・・制御可能な供給および排出開口から

なるもの 

33/12 ・・・・自動的に作動する弁によって自動

的に制御されるもの 

33/14 ・・・移動可能または調整可能な流体受け

からなるもの 

33/16 ・・継手またはクラッチの外部に設けられ

た手段によるもの 

33/18 ・細部 

33/20 ・・機能に関するホイール，翼または通路
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の形状 

35/00 おもに流体の粘性によってクラッチ作用が

行なわれる流体クラッチ（Ｆ１６Ｄ３７／

００が優先） 

35/02 ・回転作動室および回転貯留室をもつもの，

例．１つの継ぎ手部内にもつもの［５］ 

37/00 微粒子からなる媒体によって動力の伝達が

なされる，例．遠心的に速度に応答する，

クラッチ 

37/02 ・微粒子が磁化できるもの 

39/00 グループＦ１６Ｄ３１／００～Ｆ１６Ｄ３

７／００の２つまたはそれ以上からなる軸

継ぎ手の組み合わせ 

フリーホイールまたはフリーホイールクラッチ，自

動クラッチ 
注 

グループ３１／００から３９／００はグループ４１／００か

ら４５／００に優先する。［２００９．０１］ 

41/00 フリーホイールまたはフリーホイールクラ

ッチ（逆踏みにより制御される自転車用制

動機Ｂ６２Ｌ５／００） 

41/02 ・フリーホイールのまたはフリーホイール

クラッチの一部とまたは，フリーホイー

ルにまたはフリーホイールクラッチに保

持される部分と，固定装置との接触によ

り切離されるもの 

41/04 ・駆動部材と被駆動部材を鎖錠させるため

のクラッチをもつもの（Ｆ１６Ｄ４１／

０２，Ｆ１６Ｄ４１／２４が優先） 

41/06 ・内面および外面間のくさび作用をする中

間連続部材をもつもの（Ｆ１６Ｄ４１／

０２，Ｆ１６Ｄ４１／２４が優先） 

41/061 ・・軸構成部品を有し，運動によってくさ

び作用をする中間部材［６］ 

41/063 ・・枢軸で旋回や回転をしないで，内面と

外面に沿って動くことでくさび作用をす

る中間部材，例．すべりくさび（Ｆ１６

Ｄ４１／０６１が優先）［６］ 

41/064 ・・転がることでくさび作用をなし，円形

断面をもつ中間部材，例．ボール（Ｆ１

６Ｄ４１／０６１が優先）［６］ 

41/066 ・・・すべての部材が同じ大きさであり、

２つの表面のうち一方のみが円筒状のも

の［６］ 

41/067 ・・・・そして回転軸を取り囲む別個のケ

ージにより分散される部材［６］ 

41/069 ・・枢軸旋回または揺れることでくさび作

用をする中間部材，例．輪止め（Ｆ１６

Ｄ４１／０６１が優先）［６］ 

41/07 ・・・２つの円筒面の間にあるもの［６］ 

41/08 ・・フリーホイール作用を変えるための構

成をもつもの 

41/10 ・・・自動逆転装置をもつもの 

41/12 ・歯，歯部または同様な要素と協働する蝶

番式の爪をもつもの（Ｆ１６Ｄ４１／０

２，Ｆ１６Ｄ４１／２４が優先） 

41/14 ・・爪の有効行程が調節できるもの 

41/16 ・・作動が可逆のもの 

41/18 ・蝶番式でない戻り止めをもつもの（Ｆ１

６Ｄ４１／０２，Ｆ１６Ｄ４１／２４が

優先） 

41/20 ・拡張または収縮可能な締めつけリングま

たはバンドをもつもの（Ｆ１６Ｄ４１／

０２，Ｆ１６Ｄ４１／２４が優先） 

41/22 ・作動部材間のから動きの結果として軸方

向に動かされるクラッチリングまたはデ

ィスクをもつもの（Ｆ１６Ｄ４１／０２，

Ｆ１６Ｄ４１／２４が優先） 

41/24 ・特に自転車に適応したもの 

41/26 ・・フリーホイール作用を変えるための構

成をもつもの 

41/28 ・・中間のくさび作用をする連結部材をも

つもの 

41/30 ・・歯，歯部またはそれと同様な要素と協

働する蝶番式の爪をもつもの 

41/32 ・・蝶番式に動かない戻り止めをもつもの 

41/34 ・・拡張または収縮可能な締め付けリング

またはバンドをもつもの 

41/36 ・・作動部材間のから動きの結果として軸

方向に動かされるクラッチ用のリングま

たはディスクをもつもの 

43/00 内部制御の自動クラッチ（フリーホイール

またはフリーホイールクラッチＦ１６Ｄ４

１／００；クラッチの外部制御Ｆ１６Ｄ４

８／００）［６］ 

43/02 ・すべて機械的に作動させられるもの 

43/04 ・・角速度によって制御されるもの（Ｆ１

６Ｄ４３／２４が優先；微粒子からなる

媒体によって動力が伝達されるクラッチ

Ｆ１６Ｄ３７／００） 

43/06 ・・・軸方向に移動可能な加圧リングまた

はそれと同様のものを作動させるための

遠心重錘をもつもの 

43/08 ・・・・加圧リングが摩擦板，円すい体ま

たはそれと同様の軸方向移動可能な摩擦

面を作動させるもの 

43/09 ・・・・・その中で遠心重錘の支持体が停

止され得るもの 

43/10 ・・・・・遠心重鍾が加圧リングに直接作

用し，加圧リングのための他の作動機構

が設けられていないもの 

43/12 ・・・・・遠心重錘が作動機構に作用する

かまたは作動機構の一部を形成し，その

作動機構により加圧リングも重錘とは無

関係に作動され得るもの 
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43/14 ・・・少なくとも半径方向の成分をもつ方

向にクラッチ部材に直接作動させる遠心

重錘をもつもの；それ自身がクラッチ部

材である遠心重錘をもつもの 

43/16 ・・・・相互に係合する部分を有するクラ

ッチ部材をもつもの 

43/18 ・・・・摩擦係合部材をもつもの 

43/20 ・・トルクによって制御されるもの，例．

過負荷防止クラッチ，トルクによって係

合圧力を変えるための手段をもつすべり

クラッチ 

43/202 ・・・ラチェット形式のもの（ラチェット

形式のすべり継ぎ手Ｆ１６Ｄ７／０４）

［５］ 

43/204 ・・・・中間ボールまたはローラをもつも

の［５］ 

43/206 ・・・・・係合と非係合の間に軸方向に動

くもの［５］ 

43/208 ・・・・・係合と非係合の間に半径方向に

動くもの［５］ 

43/21 ・・・摩擦部材をもつもの 

43/22 ・・速度およびトルクの両方によって制御

されるもの 

43/24 ・・角速度の加速または減速によって制御

されるもの 

43/25 ・・熱応答要素によって制御されるもの 

43/26 ・・一定の角度位置で作用するものまたは

一定数の回転後に係合を断つもの（静的

接合手段により作動するものＦ１６Ｄ１

１／０２，Ｆ１６Ｄ１３／０２，Ｆ１６

Ｄ１５／００） 

43/28 ・流体圧力によって作動させられるもの 

43/284 ・・角速度によって制御されるもの 

43/286 ・・トルクによって制御されるもの 

43/30 ・複数の自動クラッチからなるシステム 

45/00 自動クラッチと組み合わされたフリーホイ

ールまたはフリーホイールクラッチ 

 ―――――――――――――――― 

47/00 グループの次の組の少なくとも２つの形式

を組み合わせたクラッチシステム，または

クラッチと継ぎ手のシステム：Ｆ１６Ｄ１

／００～Ｆ１６Ｄ９／００，Ｆ１６Ｄ１１

／００～Ｆ１６Ｄ２３／００，Ｆ１６Ｄ２

５／００～Ｆ１６Ｄ２９／００，Ｆ１６Ｄ

３１／００～Ｆ１６Ｄ３９／００，Ｆ１６

Ｄ４１／００～Ｆ１６Ｄ４５／００（フリ

ーホイールの駆動部材と従動部材を鎖錠す

るためのクラッチと組み合わされたフリー

ホイールＦ１６Ｄ４１／０４，Ｆ１６Ｄ４

１／２６）［２００６．０１］ 

47/02 ・その内の少なくとも１つが継ぎ手である

もの［２００６．０１］ 

47/04 ・その内の少なくとも１つがフリーホイー

ルであるもの（Ｆ１６Ｄ４７／０２，Ｆ

１６Ｄ４７／０６が優先） 

47/06 ・その内の少なくとも１つが動力伝達手段

としての流体または半流体または半流体

をもつクラッチであるもの 

48/00 クラッチの外部制御［６］ 

注 

このグループは作動を包含しない。それはグループ１１／００

から２９／００に包含する。［６］ 

48/02 ・流体圧力による制御［６］ 

48/04 ・・助勢装置を備えるもの［６］ 

48/06 ・電気的または電子的手段による制御，例．

流体圧力の制御［６］ 

48/08 ・・スタート時にクラッチを調節するもの

［６］ 

48/10 ・・意図しない，または危険な係合を防ぐ

もの［６］ 

48/12 ・・駆動軸間のトルク配分の制御するもの

［６］ 

ブレーキ 

49/00 ドラム，ホイールリム，またはそれに類似

するものの外周と協働するブレーキ部材を

もつブレーキ 

49/02 ・バンドまたは締め付け部材の張力によっ

てブレーキ力を増大させるまたは増大さ

せない１回以上巻かれたら旋状のバンド

またはコイルとして形づくられたもの 

49/04 ・・機械的に作動させられるもの 

49/06 ・・流体的に作動させられるもの 

49/08 ・約３６０°にわたって巻かれたバンドと

して形づくられているもの 

49/10 ・・機械的に作動させられるもの（自動締

め付けＦ１６Ｄ４９／２０） 

49/12 ・・流体的に作動させられるもの 

49/14 ・流体圧の変化によって作動させられる流

体の充満した可とう部材として形づくら

れているもの 

49/16 ・２つのブレーキ片をもつブレーキ（自動

締め付けＦ１６Ｄ４９／２０） 

49/18 ・３つまたはそれ以上のブレーキ片をもつ

ブレーキ（自動締め付けＦ１６Ｄ４９／

２０） 

49/20 ・自動締め付けブレーキ（１回以上巻かれ

たら旋状のバンドまたはコイルをもつも

のＦ１６Ｄ４９／０２） 

49/22 ・・ブレーキ作用を開始または増大させる

補助的な摩擦部材をもつもの 

51/00 ドラムまたはそれに類似するものの内周面

と協働して外向に動くブレーキ部材をもつ

ブレーキ 

51/02 ・１つまたはそれ以上の円周のバンドとし

て形づけられたもの 
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51/04 ・・機械的に作動させられるもの 

51/06 ・・流体的に作動させられるもの 

51/08 ・膨張可能な流体が充満した可とう部材と

して形づくられているもの 

51/10 ・半径方向にのみ可動なブレーキシューと

して形づくられているもの 

51/12 ・・機械的に作動させられるもの 

51/14 ・・流体的に作動させられるもの 

51/16 ・固定軸またはほぼ固定状態の軸に枢軸さ

れたブレーキシューとして形づくられて

いるもの（自動締め付けＦ１６Ｄ５１／

４６） 

51/18 ・・２つのブレーキシューをもつもの 

51/20 ・・・枢軸点に対して反対方向に拡張する

もの 

51/22 ・・・・機械的に作動させられるもの 

51/24 ・・・・流体的に作動させられるもの 

51/26 ・・・枢軸点から同方向に両方が拡張する

もの 

51/28 ・・・・機械的に作動させられるもの 

51/30 ・・・・流体的に作動させられるもの 

51/32 ・・３つまたはそれ以上のブレーキシュー

をもつもの 

51/34 ・・・枢軸点と反対の方向に拡張するもの 

51/36 ・・・・機械的に作動させられるもの 

51/38 ・・・・流体的に作動させられるもの 

51/40 ・・・枢軸点から同方向に全部が拡張する

もの 

51/42 ・・・・機械的に作動させられるもの 

51/44 ・・・・流体的に作動させられるもの 

51/46 ・枢軸されたブレーキシューをもつ自動締

め付けブレーキ 

51/48 ・・連接されたまたは直接相互に作用する

２つのブレーキシューをもつもの 

51/50 ・・・機械的に作動させられるもの 

51/52 ・・・流体的に作動させられるもの 

51/54 ・・３つ以上のブレーキシューをもち少な

くともその内の２つが連接されまたは直

接相互に作用するもの 

51/56 ・・・機械的に作動させられるもの 

51/58 ・・・流体的に作動させられるもの 

51/60 ・・ブレーキシューのくさび作用をもつも

の，例．シューが静止部分とブレーキド

ラムとの間にくさびとして入り込むもの 

51/62 ・・・機械的に作動させられるもの 

51/64 ・・・流体的に作動させられるもの 

51/66 ・・被作動ブレーキシューが移動しかつそ

の移動により別のブレーキシューを作動

させるための部材に係合するもの 

51/68 ・・・機械的に作動させられるもの 

51/70 ・・・流体的に作動させられるもの 

53/00 ドラム，ホイールリムまたはそれに類似し

たものの内外両周面と協働するブレーキ部

材をもつブレーキ 

55/00 軸方向に加圧されるほぼ放射状のブレーキ

面をもつブレーキ，例．ディスクブレーキ 

55/02 ・軸方向に配設された回転部材に押し付け

られる軸方向に可動なディスクまたはパ

ッドをもつもの 

55/04 ・・ディスクまたはパッドをドラムまたは

シリンダの放射壁に対して互いに離脱さ

せることによるもの 

55/06 ・・・自動締め付け作用をしないもの 

55/08 ・・・・機械的に作動させられるブレーキ 

55/10 ・・・・ブレーキ内またはブレーキ上に備

えられた流体圧装置によって作動させら

れるブレーキ 

55/12 ・・・・・ブレーキと同軸の膨張可能な流

体を充満した可とう性部材からなるもの 

55/14 ・・・自動締め付け作用をもつもの，例．

ら旋状の面またはボールと傾斜面による

もの 

55/15 ・・・・ブレーキバンドまたはブレーキシ

ューによって開始されるもの 

55/16 ・・・・機械的に作動させられるブレーキ 

55/18 ・・・・ブレーキ内またはブレーキ上に備

えられた流体圧装置によって作動させら

れるブレーキ 

55/20 ・・・・・ブレーキと同軸の膨張可能な流

体を充満した可とう部材からなるもの 

55/22 ・・２つの可動なブレーキ部材，例．可動

なブレーキディスクまたはブレーキパッ

ドの間で軸上に配設された回転するディ

スクを締め付けることによるもの［５］ 

55/224 ・・・ブレーキ部材に協働する部材をもつ

もの［５］ 

55/225 ・・・・ブレーキ部材がブレーキパッドで

あるもの［５］ 

55/2255 ・・・・・そのなかで作動する部材が枢軸

されているもの［５］ 

55/226 ・・・・・そのなかで作動する部材が軸方

向に動かされるもの［５］ 

55/2265 ・・・・・・軸方向の動きが１つまたはそ

れ以上のピンにより案内されるもの［５］ 

55/227 ・・・・・・・２つのピンにより案内され

るもの［５］ 

55/228 ・・・それぞれの側に単独に作動する部材

をもつもの 

55/24 ・軸方向に配設された部材に一方から押し

付けられる軸方向へ可動な複数のディス

ク，薄板またはパッドをもつもの 

55/26 ・・自動締め付け作用をもたないもの 

55/28 ・・・１個の回転するディスクをもつもの 

55/30 ・・・・機械的に作動させられるもの 

55/31 ・・・・・中間のレバー装置によるもの 

55/32 ・・・・ブレーキ内またはブレーキ上に設
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けられた流体圧装置によって作動させら

れるもの 

55/33 ・・・・・中間のレバー装置によるもの 

55/34 ・・・・・ブレーキと同軸の膨張可能な流

体を充満した可とう部材からなるもの 

55/36 ・・・互いに重ね合わせて配設された複数

の回転するディスクをもつブレーキ 

55/38 ・・・・機械的に作動させられるもの 

55/39 ・・・・・中間のレバー装置によるもの 

55/40 ・・・・ブレーキ内またはブレーキ上に設

けられた流体圧装置によって作動させら

れるもの 

55/41 ・・・・・中間のレバー装置によるもの 

55/42 ・・・・・ブレーキと同軸の膨張可能な液

体の充満した可とう部材からなるもの 

55/44 ・・・中心板およびその中心板に同心的に

設けられたリング状板の両方とからなる

回転部分をもつもの 

55/46 ・・自動締め付け作用をもつもの 

55/48 ・・・自動締め付け作用を起させるため支

持点に関して少し回転可能なディスクま

たはパッド 

55/50 ・・・自動締め付け作用を起こす異なった

タイプでも良い摩擦部材をもつもの 

57/00 液体抵抗式ブレーキ；気体抵抗式ブレーキ 

57/02 ・流体によって制動される翼または類似の

部材をもつもの 

57/04 ・方向付けられた流れを起こす翼をもつも

の，例．フィッティンゲル形 

57/06 ・循環を絞ることによって制動作用を生じ

させる流体を循環させるポンプからなる

もの 

59/00 自動ブレーキ，例．規定速度で作用状態に

なるもの 

59/02 ・ばねで付勢されそして機械的，流体また

は電磁手段によって離脱されるもの 

61/00 吸収エネルギを利用する手段をもつブレー

キ（Ｆ１６Ｄ５７／００が優先） 

63/00 他に規定されないブレーキ；グループＦ１

６Ｄ４９／００～Ｆ１６Ｄ６１／００の２

つ以上のグループの形式を組み合わせてな

るブレーキ（自動締め付けのための補助部

材をもつブレーキＦ１６Ｄ４９／２２，Ｆ

１６Ｄ５１／６６，Ｆ１６Ｄ５５／５０） 

65/00 ブレーキの部品または細部 

65/02 ・ブレーキ部材；それの装備（摩擦ライニ

ングまたはその取り付けＦ１６Ｄ６９／

００） 

65/04 ・・バンド，シューまたはパッド，そのた

めの枢軸または支持部材［５］ 

65/06 ・・・外面に係合するブレーキ 

65/08 ・・・内面に係合するブレーキ 

65/09 ・・・・そのためのピボットまたは支持部

材［２］ 

65/092 ・・・軸方向に係合するブレーキ，例．デ

ィスクブレーキのためのもの［５］ 

65/095 ・・・・そのための枢軸または支持部材［５］ 

65/097 ・・・・・パッドと支持部材の間に入れた

弾性手段［５］ 

65/10 ・・内面または外面に係合するブレーキ用

ドラム 

65/12 ・・ディスク；ディスクブレーキ用のドラ

ム 

65/14 ・ブレーキ用の作動機構；定められた位置

で作用を起こすための手段（制動制御方

式，その部品，Ｂ６０Ｔ） 

注 

このグループにおいては，ブレーキ作動機構に関するインデキ

シングコードＦ１６Ｄ１２１／００～Ｆ１６Ｄ１３１／００

を追加する。［２０１２．０１］ 

65/16 ・・ブレーキ内またはブレーキ上に配置さ

れたもの 

65/18 ・・・部材を共に引き寄せることに適合さ

れたもの 

65/22 ・・・部材を離れるように押すことに適合

されたもの 

65/28 ・・ブレーキから離れて配置されたもの 

65/38 ・ゆるみ調節装置 

65/40 ・・機械的なもの 

65/42 ・・・自動でないもの 

65/44 ・・・・直接に直線的な調節によるもの（Ｆ

１６Ｄ６５／４６，Ｆ１６Ｄ６５／４８

が優先） 

65/46 ・・・・ねじ山およびナットをもつもの 

65/48 ・・・・偏心したまたはら旋状のものをも

つもの 

65/50 ・・・・ブレーキ制御系の２つの同心的な

部分の角度調節のためのもの 

65/52 ・・・過度の遊びを調節するための１つの

方向に自動のもの 

65/54 ・・・・直接に直線的な調節によるもの（Ｆ

１６Ｄ６５／５６，Ｆ１６Ｄ６５／５８

が優先） 

65/56 ・・・・ねじ山およびナットをもつもの 

65/58 ・・・・偏心したまたはら旋状のものをも

つもの 

65/60 ・・・・ブレーキ制御系の２つの同心的な

部分の角度調節のためのもの 

65/62 ・・・過度の遊びと遊び不足を調節するた

めの両方向に自動のもの 

65/64 ・・・・直接に直線的な調節によるもの（Ｆ

１６Ｄ６５／６６，Ｆ１６Ｄ６５／６８

が優先） 

65/66 ・・・・ねじ山およびナットをもつもの 

65/68 ・・・・偏心したまたはら旋状のものをも
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つもの 

65/70 ・・・・ブレーキ制御系の２つの同心的な

部分の角度調節のためのもの 

65/72 ・・流体圧によるもの 

65/74 ・・・１つの方向に自動のもの 

65/76 ・・・両方向に自動のもの 

65/78 ・冷却に関して特徴があるもの 

65/80 ・・外面で係合するブレーキ用のもの 

65/807 ・・・開放冷却方式をもつもの，例．空気

により冷却されるもの［２］ 

65/813 ・・・閉鎖冷却方式をもつもの［２］ 

65/82 ・・内面で係合するブレーキ用のもの 

65/827 ・・・開放冷却方式をもつもの，例．空気

により冷却されるもの［２］ 

65/833 ・・・閉鎖冷却方式をもつもの［２］ 

65/84 ・・ディスクブレーキ用のもの 

65/847 ・・・開放冷却方式をもつもの，例．空気

により冷却されるもの［２］ 

65/853 ・・・閉鎖冷却方式をもつもの［２］ 

66/00 ブレーキの作動状態，例．摩耗または温度，

を監視する装置 

66/02 ・摩耗を指示するための装置 

 ―――――――――――――――― 

67/00 継手およびブレーキの組み合わせ；クラッ

チおよびブレーキの組み合わせ（Ｆ１６Ｄ

７１／００が優先；車両の，制動方式及び

ドライブラインクラッチの関連制御Ｂ６０

Ｗ１０／０２，Ｂ６０Ｗ１０／１８）［２］ 

67/02 ・クラッチおよびブレーキの組み合わせ 

67/04 ・・液体により作動されるもの 

67/06 ・・電磁的に作動されるもの 

69/00 摩擦ライニング；その取り付け；共同的に

作用する摩擦材または摩擦面の選択（ブレ

ーキ部材Ｆ１６Ｄ６５／０２） 

69/02 ・ライニングの構成物［２００６．０１］ 

69/04 ・ライニングの取り付け 

71/00 部材を定められた位置で停止させるための

機構（クラッチと結びついたものまたはク

ラッチを制御するものＦ１６Ｄ４３／２

６；定められた位置でブレーキ作用をさせ

るための手段Ｆ１６Ｄ６５／１４） 

71/02 ・最終的な動作を起こす補助手段を含むも

の 

71/04 ・複数の位置の間の選択を可能にするもの

（Ｆ１６Ｄ７１／０２が優先） 

ブレーキ作動機構に関するサブグループＦ１６Ｄ

６５／１４～Ｆ１６Ｄ６５／２８についてのイン

デキシングスキーム［２０１２．０１］ 

121/00 ブレーキ作動源の種類［２０１２．０１］ 

121/02 ・作動源が流体圧によるもの［２０１２．

０１］ 

121/04 ・・ピストン型アクチュエータに作用する

もの，例．液体圧用［２０１２．０１］ 

121/06 ・・・ネガティブ作動［２０１２．０１］ 

121/08 ・・膜型のアクチュエータに作用するもの，

例．気体圧用［２０１２．０１］ 

121/10 ・・・ネガティブ作動［２０１２．０１］ 

121/12 ・・Ｆ１６Ｄ１２１／０４～Ｆ１６Ｄ１２

１／１０に含まれないネガティブ作動

［２０１２．０１］ 

121/14 ・作動源が機械的なもの［２０１２．０１］ 

121/16 ・・ネガティブ作動［２０１２．０１］ 

121/18 ・作動源が電磁気力であるもの［２０１２．

０１］ 

121/20 ・・電磁力［２０１２．０１］ 

121/22 ・・・ネガティブ作動［２０１２．０１］ 

121/24 ・・電動機［２０１２．０１］ 

121/26 ・・・ネガティブ作動［２０１２．０１］ 

121/28 ・・電歪又は磁歪要素，例．圧電素子［２

０１２．０１］ 

121/30 ・・・ネガティブ作動［２０１２．０１］ 

121/32 ・形状記憶要素［２０１２．０１］ 

121/34 ・・ネガティブ作動［２０１２．０１］ 

123/00 複数作動源の組み合わせ［２０１２．０１］ 

注 

このグループを付与する場合は，作動源の種類ごとにグループ

Ｆ１６Ｄ１２１／００の適切なサブグループを付与しなけれ

ばならない。［２０１２．０１］ 

125/00 ブレーキ作動機構中の構成要素［２０１２．

０１］ 

125/02 ・流体圧によるもの［２０１２．０１］ 

125/04 ・・シリンダ［２０１２．０１］ 

125/06 ・・ピストン［２０１２．０１］ 

125/08 ・・シール，例．ピストンシール［２０１

２．０１］ 

125/10 ・・入力側と出力側で異なる断面積のピス

トンを使って圧力を変えるもの［２０１

２．０１］ 

125/12 ・・膜型またはダイヤフラム型［２０１２．

０１］ 

125/14 ・・流体が充填された可とう性部材，例．

ゴムチューブ［２０１２．０１］ 

125/16 ・・ブリーダ又は流体供給のためのもの［２

０１２．０１］ 

125/18 ・機械的なもの［２０１２．０１］ 

125/20 ・・回転－直線運動間の変換［２０１２．

０１］ 

125/22 ・・・直線運動の方向と回転運動の回転軸

方向とが一致しないもの［２０１２．０

１］ 

125/24 ・・・・ラックアンドピニオン［２０１２．

０１］ 

125/26 ・・・・クランク［２０１２．０１］ 

125/28 ・・・・カム；カム付きのレバー［２０１

２．０１］ 
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125/30 ・・・・・複数のカムフォロアを用いるカ

ム，例．Ｓカム［２０１２．０１］ 

125/32 ・・・・・１つのカムフォロアを用いるカ

ム［２０１２．０１］ 

125/34 ・・・直線運動の方向と回転運動の回転軸

方向とが一致するもの［２０１２．０１］ 

125/36 ・・・・螺旋カム；ボールランプ［２０１

２．０１］ 

125/38 ・・・・・ロータの軸中心に同心的に、複

数のカムまたはボールランプを配置した

もの［２０１２．０１］ 

125/40 ・・・・ねじ送り機構［２０１２．０１］ 

125/42 ・・・・ラックとウォームギア［２０１２．

０１］ 

125/44 ・・回転運動同士の伝達［２０１２．０１］ 

125/46 ・・・相互に係合する部材間の回転運動伝

達［２０１２．０１］ 

125/48 ・・・・平行かつ固定された軸間の伝達，

例．平歯車［２０１２．０１］ 

125/50 ・・・・平行かつ固定されていない軸間の

伝達，例．遊星歯車［２０１２．０１］ 

125/52 ・・・・平行でなく、かつ固定されている

軸間の伝達，例．ウォームとベベルギア

［２０１２．０１］ 

125/54 ・・・・平行でなく、かつ固定されていな

い軸間の伝達［２０１２．０１］ 

125/56 ・・・トルクを直接伝達するシャフト［２

０１２．０１］ 

125/58 ・・直線運動同士の伝達［２０１２．０１］ 

125/60 ・・・ケーブルまたはチェーン，例．ボー

デンケーブル［２０１２．０１］ 

125/62 ・・・・位置固定するためのもの，例．ケ

ーブル端のアタッチメント［２０１２．

０１］ 

125/64 ・・・レバー［２０１２．０１］ 

125/66 ・・・楔［２０１２．０１］ 

125/68 ・・・てこに関連する機構，例．力の比率

の変化を伴うトグル機構［２０１２．０

１］ 

125/70 ・・・ロッド［２０１２．０１］ 

127/00 補助的な機構［２０１２．０１］ 

127/02 ・解除機構［２０１２．０１］ 

127/04 ・・手動によるもの［２０１２．０１］ 

127/06 ・ロック機構，例．ブレーキ作動機構，解

除機構または作動力伝達機構をロックす

るもの［２０１２．０１］ 

127/08 ・自己倍力する，またはその逆の機構［２

０１２．０１］ 

127/10 ・・楔要素を有するもの［２０１２．０１］ 

127/12 ・・追加的な摩擦要素を有するもの［２０

１２．０１］ 

129/00 補助的な機構の作動源の種類［２０１２．

０１］ 

129/02 ・その作動源が流体圧によるもの［２０１

２．０１］ 

129/04 ・その作動源が機械的なもの［２０１２．

０１］ 

129/06 ・その作動源が電磁気力であるもの［２０

１２．０１］ 

129/08 ・・電磁力［２０１２．０１］ 

129/10 ・・電動機［２０１２．０１］ 

129/12 ・・電歪又は磁歪要素，例．圧電素子［２

０１２．０１］ 

129/14 ・その作動源が形状記憶要素であるもの［２

０１２．０１］ 

131/00 ブレーキ作動機構またはその要素の全体的

な配置，例．モジュール構造［２０１２．

０１］ 

131/02 ・コントローラの配置［２０１２．０１］ 

 


